
愛
知
・
尾
張
国
府
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
愛
知
県
稲
沢
市
国
府
宮
町

。
松
下
町

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
八

一
年

（昭
５６
）
五
月
ぞ

一
九
八
二
年

（昭
５７
と
二
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
稲
沢
市
教
育
委
員
会

４
　
発
掘
担
当
者
　
岩
野
見
司

５
　
迫退
跡
の
種
類
　
官
衝
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
奈
良

。
平
安
時
代

７
　
迫退
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

尾
張
国
府
跡
は
、
木
曽
川
の
支
流
三
宅
川
が
大
き
く
蛇
行
す
る
右
岸
の
自
然

堤
防
上
に
立
地
し
、
標
高
六
ｉ
七
ｍ
を
数
え
る
。

発
掘
調
査
は
、　
一
九
七
七

年

（昭
５２
）
度
よ
り
毎
年
継

続
し
て
実
施
し
て
い
る
が
、

直
接
政
庁
跡
と
断
定
で
き
る

遺
構
は
検
出
さ
れ
て
い
な
い
。

し
か
し
、
乾
元
大
宝
の
入
っ

た
細
頚
瓶
、
緑
釉
円
塔
、
各

種
陶
硯
な
ど
国
府
の
所
在
地

で
あ

っ
た
可
能
性
を
裏
付
け

る
多
種
類
の
遺
物
が
出
上
し
て
い
る
。

一
九
八

一
年
度
の
調
査
は
、
総
社
で
あ
る
尾
張
大
国
霊
神
社
周
辺
の
二
か
所

で
実
施
し
た
。
木
簡
を
出
上
し
た
稲
沢
市
国
府
官
町
大
割
で
は
、
柵

一
条
、
井

戸

一
基
、
溝
三
条
、
近
世
土
壊
墓
二
基
な
ど
が
検
出
さ
れ
、
須
恵
器
、土
師
器
、

灰
釉
陶
器

（陰
刻
文
長
方
硯
）
、
緑
釉
陶
器
、
中
国
陶
磁
、
中
世
陶
器
、
土
製
品
、

石
製
品

（石
帯
）、
鋼
製
品
、
鉄
製
品
な
ど
が
出
土
し
た
。

木
簡
は
、　
ご

一世
紀
に
廃
絶
し
た
と
考
え
ら
れ
る
井
戸

（素
掘
り
？
じ
よ
り
出

上
し
た
。

８
　
木
筒
の
釈
文

・
内
容

出
土
し
た
木
筒
は
一
点
で
、
両
側
面
が
欠
損
し
て
い
る
。

。
「
口

回

」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

。
「
日
日
日
Ｈ
日
□
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
駕
×
合
ｅ
ｘ
Ｐ
常
μ

一
面
は

「
の
」
、　
も
う

一
面
は

「
人
」
を
そ
れ
ぞ
れ
連
続
し
て
墨
書
し
た
も

の
の
よ
う
に
見
え
る
。
落
書
か
習
書
の
類
で
あ
ろ
う
。

９
　
関
係
文
献

稲
沢
市
教
育
委
員
会

『
尾
張
国
府
跡
発
掘
調
査
報
告
書
Ⅳ
』

（稲
沢
市
文
化
財
調
査
報
告
�
）
　
　
　
一
九
八
二
年

（北
條
献
示
）

(名古屋北部)




